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⚫ 欧州では、海底地形の傾斜が緩やかで遠浅となっている一方で、日本におい
ては遠浅な海岸線が少なく、急峻な海底地形が多い。

⚫ また、複雑な地形に対応する形で、堆積物の分布も複雑。

⚫ 加えて、地震などに伴い、堆積物の移動（イベント堆積物）も発生する。

日本周辺の海底地形・堆積物の特徴

欧州の海底地形 日本の海底地形
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（参考） 世界のプレートの分布

出典: 世界の地形（貝塚, 1997）
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出典:一般社団法人全国地質調査業協会連合会

太平洋側は
沈み込むプレート
が斜面を作る

日本海側は
背弧の開いた海

・日本列島は、複雑なプレート境界上に位置するため、起伏に富んだ海底地形が形成
されている。
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https://www.aist.go.jp/aist_j/new_research/2019/nr20190823/nr20190823.html

（参考）日本列島・海底地形の形成過程
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秋田沖の海底地形と堆積物分布の例

• 波浪や海流などの粒子を動かす営力の大きさに対応した分布
• 一般的には浅い海域ほど営力が大きく粗い堆積物が分布し，
深い海域には細かい堆積物が分布する

※実際の堆積物分布には，島や半島などの影響，海底の起伏，海流の流路，土砂供給
量などが関与しており，現場で調査を行う必要がある

海底堆積物の分布
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• 日本海は海水の成層構造が発
達しており，約200m以深には
ほぼ泥が分布する

• 太平洋側は流れの影響がより深くまで
及んでおり，数100mまで砂が分布す

るところが多い

積丹半島付近 日高舟状海盆
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イベント堆積物の事例1

若狭湾沖の大規模土石流堆積物

山本（1991）

崩落崖

・サブボトムプロファイラー（高解像度音
響調査）で地下構造を見ることができる
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イベント堆積物の事例2

地震発生頻度の推定にも利用される

後志トラフ底

下川・池原（2002）

池原・宇佐美（2018）

・混濁流により輸送された粗粒堆積物（ター
ビダイト）が深海底に堆積している。コアには
その頻度、記録が残っている。
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イベント堆積物の事例3

相模湾酒匂川沖

味岡ほか（印刷中）

後方散乱強度分布

黒っぽい部分は散乱強
度が大きく，粗い堆積物
が分布

洪水等により発生した混
濁流が海底谷に沿って
移動していると推定され
る

・マルチビーム音響測深装置で地下の
様子を見ることができる。
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表層堆積図

秋田西方表層堆積図

• 採取した堆積物の分析結果に基づ
いて堆積物の分布などを表現

• 海域により土石流堆積物の分布域
（黒線で囲まれた部分）なども表現
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産総研で現在公開しているデータベース等

・地質図Navi
区画ごとの海底地質図，表層堆積図

https://gbank.gsj.jp/geonavi/

・海域地質構造データベース
海底下の比較的深くまでの地層断面

https://gbank.gsj.jp/marineseisdb/

・高分解能音波探査断面データベース
海底下の比較的浅い部分の地層断面

https://gbank.gsj.jp/sbp_db/pages/cover.html

堆積物データベース 準備中
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堆積物データベース（準備中）で提供を検討しているデータ

各採泥点の試料の粒度数値データ

各採泥点の海底写真
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西津軽海盆
表層堆積図

秋田西方表層堆積図

海洋地質図のシームレス化

• 区画ごとに表現方
法が違ったり，隣
接する区画とつな
がらない所がある

• → 表現を統一し
てつなぎ合わせた
シームレス地質図
の整備を計画


